
した高部 Blの約 80%が縦方向である。高坪B2:j不部が丸椀状で、開脚高部のものをB2a，脚底部が

下部で強く屈曲し広がるものをB2bとした。 出土量はB2aが5点前後、 B2bが2～3点である。

器台：外来系の小型器台Aへの移行が進み、 3分の2を占める。器高lOcm前後の外来系小型器台で、

ミガキ調整を丁寧に施した精製品が多い。 口縁端部に面を取り、端面に綾杉文を施したものもみられる。

受部底部から脚部への穿孔を施さなし、小型器台Bが l点出土した。県内での出土事例は少ない。器

台Bは月影式期以前に導入された器台の系譜を持つもので、有段口縁器台Clが 1点、装飾器台の

系譜で、受部に円孔を穿つ退化形態の器台C2が完形に近い状態で、 l点出土した。

以上、古墳時代初頭前後の土器について概観した。全体をみると、「く」の宇口縁審、外来系の高亦・

小型器台が高い割合を占める。壷は容量により盛行する器形は異なるが、いずれも白江式期以降に

盛行するものである。有段口縁を持つものは退化形態のものがみられる程度で、ほぼ払拭されている。

古府クルビ、式期に現れる布留傾向窒はないが、その口縁部形態の特徴が査D3に折衷様式として受

容されたことが確認で、きた。

このことから当調査区の出土遺物の特徴は第一に、 白江式期新相から古府クルビ式期の土器群にも

かかわらず、査Aがほとんど出土していないこと、第二に県内で出士事例が少ない壷F（台付壷）や蓋

B（有紐筒状蓋）などが含まれている一方、残存率の高い台付装飾査や装飾器台などはみられないこ

とである。

第一の点をみると、富山東部地域に位置する新堀西遺跡など月影式期からの長期継続集落では、

古府クルビ式期以降も高い割合で、有段口縁の土器が残存する傾向がある。 白江式期～古府クノレピ式

期の集落にもかかわらず翠 Aが淘汰されている点からは、外来系の集団の入植の可能性が考えられ、

この場合、出土遺物の特徴から、能登方面の可能性が高い。一方、 1995年度調査区から出土した

土器は第 11表のグラフにみられるように審Aや壷Aの比率が高く、月影式期の色合いが濃いことから、

方墳「ちょうちょう塚」を築造した地域の拠点的集落が弥生終末期から白江式期にかけて発展をつづ

け中心部が沼に沿って集落が東へ移動または拡張した可能性が推察で、きる。

第二の点をみると、 当調査区で出土した器種の土器と同様のものが出土している遺跡として、蔵野町

東遺跡がある。蔵野町東遺跡は弥生時代後期後半の法仏式期から古墳時代初頭の白江式期までの期

間を通じて自然流路における祭最Eが行われたとされる遺跡で、細頚台付壷や装飾器台が多量に出土し

ている。水辺の祭示日場という同様の性質を持つ遺跡にもかかわらず、 当遺跡では残存率の高い装飾器

台、それと併行する時期に富山県北東部で導入される台付装飾壷のいずれも出土していない。また、

これら「格式の高い」祭式土器は 1995年度調査区でも出土していない。あわせて周辺の当該期の遺

跡をみてみると、大規模な調査が行われていないためとしち可能性はあるものの、いずれの器種も残存

率の高いものは出土していなし、。その一方で、水系の異なる新堀西遺跡では装飾器台が3個体以上、

台付装飾査が5個体以上出土している。以上のことから、富山県東西の地域差に加え、より狭い範囲

での受容の違いが存在したと推察出来る。

第3節折衷型土器について
当調査区SDOl及びSD55から、古墳時代遺構出土土師器器種分類（第5図）壷D3に分類した折

衷型土器が出土した。特徴は①口縁部内面に面を取る技法と、②頚部に刻入突帯文を巡らす技法を併

用する点である。 SDOlから出土した 29はやや外傾気味に口縁が立ち上がり、端部外側に細く面を取

る。中型壷で体部は球胴状を呈し、底部は平底で安定性を志向した器形である。 SD55から出土した

59は、 29に比べ口縁の傾きが急で、端部外面にしっかりとした面を取る。体部は出土しておらず形態
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は不明である。①は畿内系の布留警の特徴であり、 口縁部

を肥厚させないことから布留0式の影響もしくは意識的に受

容していない可能性が指摘できる。前述したように、布留

傾向奮、布留系肇は八町E遺跡や利回横枕遺跡、新堀

西遺跡等で出土しており、古府クノレビ式期には富山県東

部で受容されることが確認できる。 当調査区では布留系警

は出土しないにもかかわらず、 口縁部の技法のみ受容して

いる点が特徴であり、同様の技法を用いた折衷型壷の出

土事例は周辺の遺跡で、は確認できなかったO ②の頚部突

帯文は東海系の大型壷に系譜を持つもので、同様の器種

器形で口縁部内面に面を取らないものは北陸西部地域で

確認されており、富山東部には能登からもらたされた可能

性が指摘されている（田中・中谷 2001）。また刻入突帯

文は壷（27・28）などにもみられるほか、器台（49・55・

142・147）や蓋（132）など精製土器に多用されており、

当調査区の集落で好んで使用した技法であると考えられ

る。

こうした折衷型の存在は、在来系から外来系、特に畿

内系への移行期である白江式期・古府クルビ式期にみら 第33図折衷型土器

59 

れるものであり、他の集落で確認できない器種（折衷型土器）の存在は、 当集落が能登を中心とした

他地域との交流が盛んであることとともに、集落や地域の規制やまとまりが緩やかで、外来系の影響の

受容を主体的に選択で、きる状況にあったことを証明するものと考えるO （朝田）
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